 中　映　協　だ　よ　り

明けましておめでとうございます！

2017年の中部映像関連事業社協会（中映協）新年会は、1月19日（木）正午より名古屋市中区のローズコートホテルで催されました。
会員社やご来賓の皆様、総勢90人近い参加で、盛大に行われました。

中映協谷水康彦理事長からの新年のご挨拶に続いて、来賓の中京テレビ放送報道局スポーツ部長の上田平誠氏より「2016年はスポーツ中継にとって大きな変化の始まりの年。今年、スポーツ中継はさらに大きな変革期を迎えようとしている。中映協会員社におかれましても、このビジネスチャンスを最大限に生かし中部地区の映像文化向上に繋げてください。」とご挨拶をいただきました。
今回初めてお越しいただいたケーブルテレビ局を代表して、キャッチネットワークのコンテンツ制作本部 本部長 倉知陽一氏より「ケーブルTV 52％普及・現状ケーブルを通してテレビをみる時代となってきている。コンテンツ制作も2020年に向けて４K使用となるので制作技術向上が課題となるので、ご協力をお願いしたい。」とご挨拶をいただきました。
ご臨席の来賓が紹介された後、愛知県芸術文化協会理事長 伊豫田静弘氏のご発声により参加者全員が今年の飛躍を誓って乾杯をしました。

今年は女性ボーカル＆男性ボーカル兼ギター「mocha motti」による新春ソング「Happy new year 」で、会場は大いに盛り上がりました。

賛助会員社各社にも出席いただきましたので、社名を紹介させていただきます（五十音順）。

・ソニービジネスソリューション

・パナソニックシステムネットワークス

・朋栄
会員社が今年もお世話になります。よろしくお願いいたします。

新年会の締めくくりは、恒例の福引大会です。各社から提供された商品が抽選のうえ、次々と笑顔の当選者に渡されていきました。
福引抽選の最後を飾り、“中映協賞”として提供された“DJI Mavic Pro (ドローン)争奪じゃんけん大会”が開催されました。
DJI Mavic Pro (ドローン)はパナソニックシステムネットワークスの藤田氏が見事獲得されました。
このあと織田理事より3月１日に予定されておりますセミナー「ドローン空撮の規制、資格、そして魅力とは…」の告知がされました。

最後は　須澤理事による〝三本締め〟でお開きとなりました。

景品をご提供くださった出席各社の皆様、誠にありがとうございました。
今年も中映協の活動にご協力いただけますようよろしくお願いいたします。

